










はじめに 

 母子相互作用の研究や,ブラゼルトンも指摘するように,実際の母子への援助の活動もそ

の出発点は出生後ではなく妊娠期にあると考えられる。 

 そこでわれわれは,妊娠期からの縦断追跡研究を行なうとともに,妊娠期の胎児との関係

とそれに影響を与えるであろう諸要因を明らかにするために文章完成法(SCT-PKS)を作成

し,前年度は得られた主たる反応とその比率を報告した。 

 本年度は実にその反応を統計的に分析し,胎児との心理的な関係の様相をみると同時に

実用化への手掛りを得ることを目的に研究をすすめた。そして,これらの資料を検討

し,SCT-PKS の改訂版を作成するとともに,母子相互作用に影響を与えられる夫用の

SCT-PKS を作成したので併せて報告する。 


